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秋を感じて
中央公民館 主幹 中野 善文

１１月に入り、朝晩涼しくなり、紅葉が見られるなど「秋」を感じることが多くなって
きているように思います。
「スポーツの秋」「読書の秋」「芸術の秋」等秋には様々な「秋」があります。実は公民

館でもこうした秋を体験することができます。その一つが後期講座です。
中央公民館でも、先日後期講座が始まりました。いくつかの講座の開講式に立ち会いま
したが､私には､その時の受講生のみなさんが大変意欲に満ち溢れているように感じられ、
進んで学ぼうとする姿にたくさんの元気をもらいました。本当にありがとうございました。
後期講座では、受講生全員で様々な体験や活動をし、協力しながら学びを深めることが
できます。つまり、「学びの秋」をみんなで共有できます。
こうした公民館ならではの「秋」を感じに、一人で
もたくさんの皆様にお越しいただきたいです。また､
後期講座だけではなく､1月27日(土)～28日(日)には､
中央地域総合文化祭が開催されます。自主・利用学
習グループの皆さんや地域の学校・園､社会学級や地
域コミュニティの方々も､展示作品の製作や発表の練
習などに熱心に取り組んでいます。中央地域の「学
びの秋」の成果を発表する場である総合文化祭をぜ
ひごらんください。そして、一緒に地域の学びの輪
を広げていきましょう。

人権意識を高めるために・・・中央地域人権問題研修会開催
10月17日(火)に人権問題研修会を開催しました。

「すべての人の人権が尊重される社会を目指して」をテーマに､小学校・中学校の
保護者や公民館の自主・利用学習グループ､社会教育関係団体の方々７０名の出席
をいただき､名山小学校の宮田研郎校長先生にご講演いただきました。「ＬＧＢＴＱ
＋」や「ＳＯＧＩ（性的指向・性自認）」等についてわかりやすくご説明いただき､
「男女の役割を固定的にとらえる意識を変えて､無意識の差別や思い込みをなくす

こと」の大切さを学ぶことができました。また「女
性の人権問題」､｢部落差別｣､「外国人の人権」､
「子どもの人権」､「障害者の人権」などについ
ても理解を深めることができました。人権を守る
ためには､違いを認め､お互いを尊重し合うことが
大切。｢もし､自分がされたら・・・｣と考えて､人
の心の痛みを想像できることが差別をなくす第一
歩であるという共通認識をもつことができて､参
加者一同が人権意識を高める好機となりました。



家庭教育充実に向けて・・・「中央地域家庭教育研修会」10月３日(火)

｢心豊かにたくましく生きる子どもた

ちをはぐくむための家庭教育のあり方に
ついて ～みんな笑顔！みんなで集う家

庭教育～｣のテーマのもと１０月３日
(火)に標記の研修会を開催しました。

全体会で､共立幼稚園・清水小学校・
中洲小学校・坂元中学校の事例発表に

続いて､３つの分科会に分かれて協議し

ました。幼・小部会では「コロナ禍で
希薄になってしまった親同士のかかわ

りをどう構築していけばよいのか」について､
活動のあり方やＨＰの活用､地域と連携した

イベントの活用をもとに研修を深めました。
小学校部会では､｢家庭教育学級充実のための

地域とのかかわり｣について､各校の状況を踏

まえながら､参加しやすい内容や広報のあり方
について意見交換しました。小・中部会では､

｢思春期の子どものスマホ等に制限をかけると
きの声かけや取組｣について話し合い､｢パスワ

ード・ＩＤ等の管理を含めて､子どもとの信頼関係を大切にすること｣や「ル
ールをつくり､親子共によく考えて､ルールを守ること」など参加者同士､理解を深めることができ

ました。

展示作品より一部紹介

地階ギャラリー展示の様子より

中央写友会は1997 年に結成された利用学習グループです。

8月22日(火)～9月12日(火)に展示された作品は好評でたくさ

んの方から感想をいただきました。(以下感想より一部抜粋)

☆いろいろなジャンルの写真に大変癒されました。撮影地に

行きたくなりました。☆色の瑞々しい作品が多く楽しめまし
た。☆テーマをみて「なるほど」「ぴったり」と､その一瞬一

瞬にいろいろな思いがあることがわかります。☆シャッター
チャンス､構図・人物等々､とても上手いです。☆素敵な一瞬

をとらえていて思いが伝わってくるものばかりです。

中央写友会のみなさん


